
学 校 便 り

◇

◇６月は平和月間ということで、学校でも様々な取組が行われました。図書館でも特設
コーナーが設けられ、沖縄戦に関する図書の紹介やパネルも展示されました。18日から
22日の読書週間中には、図書委員会が中心となって関連する紙芝居や読み聞かせ・読書
クイズなども実施され、子どもたちが戦争と平和について考えるよい
機会となりました。今月の校長講話も、平和に関する題材ということ
で、「マララ・ユスフザイさん」について書かれた『武器より一冊の本
を下さい〈平成26年度読書感想画指定図書〉』という本を紹介し、お
話しをすることにしました。2012年パキスタンで女性や子どもの教
育を受ける権利を訴え、イスラム武装勢力タリバンによって頭部を銃
撃されたマララさん。意識不明の重体から回復した後も暴力に屈する
ことなく、教育の大切さを訴え続け、2014年には史上最年少17歳で
ノーベル平和賞を受賞します。マララさんの活動と合わせて、世界の
就学率や紛争地域の地図などを参考に示しながら、彼女が国連で行っ
たスピーチ『1人の子ども、1人の教師、1冊の本、そして1本のペン、
それで世界を変えられます。教育こそがただ一つの解決策です。エデ
ュケーション・ファースト（教育を第一に）。』を紹介し、校長として
子どもたちに次のようなメッセージをおくりました。
「学校に毎日通えること！毎日お勉強ができること！毎日お友だち

と楽しく遊べること！決して当たり前ではないこの幸せに気づき・か
みしめて、一日一日を大切に過ごしてほしい！」「73年前の沖縄は全
てが当たり前ではありませんでした。みなさんも平和月間の取組を通
して、悲惨な沖縄戦の歴史を振り返り、平和の尊さについて考える機
会にしてほしい！」・・・。講話の後に、3年生のＳさんが
下記の感想を書いてくれました。紹介します。
〈しっかりお話を聞いてくれてうれしかったです。〉

平和月間の取組 Ｐａｒｔ１ 校長講話！
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６月の学校行事等の様子【平和月間特集】！
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◇６月２３日の慰霊の日を前に、本校でも21日〈木〉に平和集会＆講演会が行われまし
た。今年度の平和講演会は退職教員で本校に勤務経験もある、大北区在住の宮城玲子先
生にお越し頂き、『命どぅ宝～教え子を再び戦場に送らない～』の演題で自身の子どもの
頃の戦争体験についてお話してもらいました。また、沖縄県退職教員会女性部で作成し
た絵本の読み聞かせもして頂きました。生まれ育っ
た今帰仁村から山中を逃げ回った幼い頃の体験談
に、子どもたちも静かに聞き入り、戦争の恐ろしさ
悲惨さを実感するとともに、平和の尊さ、大切さを
あらためて感じることのできる講演会となりまし
た。講演会後の感想発表では、多くの児童が積極的
に手を挙げ、感じたことや考えたことを発表するこ
ともできました。集会では全校児童で｢月桃(げっとう)」
を合唱し、戦争で亡くなった方々を偲ぶと共に、平
和への誓いを新たにしました。
◇同日午後からは、名護市主催の屋部地区平和祈願
祭に、安和小学校児童会代表として6年生全員が出
席しました。大勢の参列者が見守る中、思いを込め
て「平和の詩」を群読発表することができました。
抑揚の効いた場にふさわしい発表で、参列者から

もお褒めの言葉を頂きました。発表の後には遺族の
方々に混じって、一人一人お焼香もあげさせてもら
いました。初めて体験する児童も多く、見よう見ま
ねでぎこちないながらも貴重な体験となりました。

Ｐａｒｔ２ ： 平和集会！【平和講演会＝宮城玲子先生】 ・ 名護市平和祈願祭出席
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